鎌倉市自治基本条例策定市民会議第２３回全体会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１９年５月３１日（木）午後６時３０分　～　８時２０分

	場　　所　　　　　　　鎌倉市役所　第三分庁舎　講堂

	出 席 者（敬称略）
市民会議会員出席者４４名及び事務局（経営企画課７名）

全体会議事進行担当　：　議長　橋爪幸臣、　副議長　郡司春乃、　補佐　春日桂太郎

	会 議 の 概 要
○悪天候により本日の日程を変更する可能性があるが、各グループの座長決めまでは行いたい旨代表から説明があった。記録・資料の確認の後、事務局からＰＩ活動が本格的に始まるため、（社）神奈川県青少年協会の「神奈川県ボランティア事故共済」に加入したので、万が一、活動中に事故に遭われた場合は、（社）神奈川県青少年協会及び事務局（市役所経営企画課）に連絡することの説明があった。
第１部　全体会

１　運営委員会からの提案
・第２期策定作業部会について（資料１）
第20回全体会（4月13日）の提案の８（組織再編）と９（役員の構成等）について、修正提案を用意した。渉外は総務部会から幹事会の仕事とし、総務部会をなくして幹事会事務局をおいた。幹事会事務局員は幹事には入らないので、メンバーの重複がなければ幹事会は8人となる。
【質疑】

・幹事会事務局の人選は誰が行うのか。組織の効率化を図るためには事務局機能は不要ではないか。⇒どのように選ぶかは幹事会が決めればよいと考えている。運営委員会でも意見が出されたが、策定作業部会、策定支援部会両方にまたがる業務は多いと思うので、幹事会事務局は必要であるとなった。
・調整役、渉外約など事務局機能は必要だと思う。提案の通り進めていただきたい。
・総務グループが後を引いているようですっきりしない。幹事がやりにくいのではないか。⇒市民会議全体の意思疎通がうまくいくことが大事な仕事であると思っている。事務局は市民ができればよいと考えていたが、行政の事務能力は高いので活用し、連携分担できればよいと思っている。
【決定事項】

・提案内容で組織、役員選出を実施する。
２　策定支援部会からの報告について（資料２）
・内容は大きく変わっていない。チーム分けの結果をまとめたものである。実行チームは116名（前回の125名を訂正）の内、実際はその1/3位になる。ぜひ皆さん参加いただきたい。あいさつ文を用意した。これでよければできるだけ早く発送し、PI活動を進めたい。

【質疑】

・市からの発送であれば市長名がよいと思うが。⇒鎌倉地域では、すでに市から各自治町内長へ部長名で配布しているが、今後は市長と市民会議連名とする。
※　運営委員会は、昨年の5月30日の第1回から数えて30回開催した。5月28日の第30回運営委員会で運営委員会は解散した。幹事会、各部会にバトンタッチしたい。
第２部　策定作業部会

１　策定作業部会からの報告について（資料３）
・悪天候は解消されないため、各グループは座長、副座長を選出して解散とする。座長、副座長は残って策定作業部会の部会長、副部会長を決める。

・地方分権改革推進委員会から「地方分権改革推進に当たっての基本的な考え方」が本日示されたので配布する。参考にして欲しい。


	特 記 事 項
１　次回の鎌倉市自治基本条例策定市民会議の予定

平成１９年６月８日（金）午後６時３０分～８時３０分　市役所第三分庁舎　講堂


